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テーマ選定理由(1) 大学の役割

今回、私たちが注目した大学の役割
不本意入学者、学業不振者など、明確な目標を持つことができない学生に対して、

充実した学生生活へ変えるきっかけを与えること！
そのために、多様化するニーズ、小さなニーズに目を向けること！

「課外活動をより充実させる」 ということ

正課や既存の部活動、サークル活動に興味を見出せない学生
にとって活躍の幅が広がる、居場所ができるのではないか？

この役割を果たすべく、私たちが注目したのは…



多様化する学生への支援策
～クラウドファンディングの導入～

4

テーマ選定理由(2) 大学の現状と問題点その1

① 進学率の上昇に伴い、「なんとなく」大学に入学する学生が増加
⇒目標を見つけられず、退学や学業不振に陥るリスク
（ex. 私大生の8人に1人が退学）

② 大学生活の中で何かに必死に打ち込んだ経験なく卒業してしまう
⇒帰属意識、愛校心の欠如
⇒卒業後、大学とのかかわりは希薄に…

③ 今一番悩んでいることランキング1位「やりたいことが見つからない」

④ 学生の趣味嗜好の多様化
⇒ 従来の一般的なスポーツや文化活動では満足できない



⑤学生の課外活動をより充実させたが、大学の財政状況
は厳しい…補助金削減、同窓会・後援会からの寄付金確保
問題（一部の同窓会は名目化）、大学間格差

例：同窓会からの年間寄付金収入
・慶應義塾大学 86億円
・早稲田大学 36億円
・ＭＡＲＣＨ5大学合計 24億円
・某地方大学 約300万円

5

多様化する学生への支援策
～クラウドファンディングの導入～

テーマ選定理由(2) 大学の現状と問題点その2



多様化する学生への支援策
～クラウドファンディングの導入～

6

テーマ選定理由(3) ＩＣＴの活用検証

～クラウドファンディングの導入～

とにかく何でもい
いから、自分が少
しでも興味あるこ
とにチャレンジし

てほしい

多様化する学生のニ
ーズに応えたいが、
大学側が個々に応
えるには限界がある

課外活動を充実さ
せるには、経済面
の考慮が不可欠

地域社会、中小企
業も、もっと気軽な
大学・学生とのかか
わりを望んでいるの

ではないか

授業だけがすべ
てじゃない、退学
前に一度立ち止
まってほしい

同窓会を通じた寄付に
は賛同できないが、特
定の内容を支援したい
と考えるOB/OGは存在

するのでは？

私たちの思い
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クラウドファンディングとは

「こんなモノやサービスを作りたい」、「社会の問題をこんな風に解決したい」と

いうアイデアやプロジェクトを持つ起案者が、インターネットサイトを通して世の
中に広め、共感した人から広く資金を集める方法。

資金や支援者へのリターンの在り方によって、４つの異なるタイプに分類される。

寄付型 投資型 購入型融資型

私たちは、“大学主導の”クラウドファンディングとして、

“寄付型タイプ”を想定する
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クラウドファンディング導入にあたって(1)

想定規模と実例紹介
＜想定規模＞
数万円～数十万円程度の少額で行えるもの
学生1人からエントリーが可能な小規模なもの

＜実例紹介＞ 「学生特化型クラウドファンディング」サイトより

アイデア名 ： 「日本一の焼き芋職人に俺はなる！！」
発案の動機 ： 鹿児島で出会った焼き芋のあまりの美味しさに影響され、焼き芋屋を目

指すようになった。鹿児島の農家さんのもとで修業し………
今まで以上に焼き芋の美味しさを広めたい。

目標金額 ： 32,000円 (達成！）
サポーター数 : 6名
リターン : 焼き芋4本プレゼント（1,200円相当）

（これは購入型クラウドファンディング）
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クラウドファンディング導入にあたって(2)

運営は、大学主導か企業主導か

私たちは、以下のメリットを生かすべく、
これまでにない「大学主導クラウドファンディングの導入」を目指す

◆大学主導クラウドファンディングのメリット◆
・運営者に手数料を支払う必要がない
（企業主導の場合、出資額の約20％が手数料として差し引かれる）

・学生は小さな企画でも気軽にエントリーできる

・学生および出資者双方の相談窓口として大学が存在する

・OB/OGは出身校の学生の活動を少額から支援できる
（資金使途が明確、同窓会を通じた寄付より敷居が低い）



◆システム構築

◆学生の企画チェック

◆学生と出資者の相談窓口

◆出資者への広報活動（市町村との連携など）
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クラウドファンディング導入にあたって(3)

大学職員の役割
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◆学生側◆

「努力した」「成功した」体験により、学生生活の充実化

⇒退学者等の減少につながる・社会人となる前に学外と結び
つきを持つ（就業経験）・卒業後の進路を考える上での視野が
広がる・帰属意識、愛校心が生まれ、卒業後も在学生を支援
するという好循環が生まれる

◆出資者側◆

地元地域の活性化を支えられる・出資金の使途が明確にわ
かる（可視化）・人材確保につながる可能性・カジュアルさと安
心感の両立（大学との気軽なつながり、少額出資）
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クラウドファンディング導入にあたって(4)

期待される効果



ご清聴

ありがとうございました
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